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大館市松下村塾に関する条例の一部を改正する条例案

令和４年度大館市一般会計補正予算（第６号）案
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（２）

（５）
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教育長が教育委員会会議に報告する事項 

 

令和４年８月２６日                     担当課（教育総務課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

（１）豪雨による被害状

況について 

８月３日と８月９日から１０日までと、１２日から１３

日までの３期間に豪雨災害があり、各公民館へ多数の方々

が避難され、学校施設や社会教育施設等においても雨漏り

などの被害が発生しました。 

①８月３日豪雨 

下内川の氾濫警戒のため、釈迦内公民館に１４世帯３３

人が自主避難しました。また十二所公民館には、米代川の

増水により１世帯４人が避難しました。各施設の被害状況

は、城南小学校ほか５校と花岡公民館で雨漏り等がありま

した。 

②８月９日豪雨 

正午に災害警戒対策室が設置され、釈迦内・矢立・中央

公民館が避難所を開設、釈迦内公民館に２世帯３人が避難

しました。各施設の被害状況は、有浦小学校ほか８校、上

川沿公民館や桂城児童センターで雨漏り等がありました。 

③８月１３日豪雨 

午前２時１５分に大館市災害警戒対策室から対策部へ改

組し、担当市職員へ動員があり、午前３時に二井田地区な

どに避難指示が出されました。これに合わせ、二井田・比

内・十二所公民館を避難所として開設し、比内公民館に１

人、十二所公民館に４世帯７人が避難しました。また午前

中に各施設を巡回点検したところ、有浦小学校ほか１０校

で雨漏りがあったほか、北陽中学校校門付近の法面の砂利

の流出、東館小学校ではグラウンド等が浸水する等の被害

がありました。 

今回の豪雨災害では、学校施設や社会教育施設等につい

ては雨漏り以外大きな被害はなかったものの、毎回住民の

避難もあり、近年の異常気象によりこれまでの常識が通用

しないような場合も多いことから、今まで以上に気象情報

の収集や伝達に万全を期し、避難者への的確な対応と、建

物被害への警戒や施設の安全管理に努めてまいります。 

 



                    担当課（学校教育課） 

 

  担当課（学校教育課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

（３）ＡＬＴの新規任

用について 

 

大館市へ新たに任用となるＡＬＴが決まりましたので報告し

ます。 

 

 

報 告 事 項 報   告   内   容 

（２）常陸大宮市との

教育交流について 
 

令和４年７月３１日から８月２日までの日程で、本市と友好都

市協定を締結している常陸大宮市から、市立大宮小学校の５年生

１０名と教職員など引率者４名が本市を訪問し、城南小学校の児

童と交流しました。 

常陸大宮市との教育交流事業では、互いの市の小学生を隔年で

派遣しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い

２年間中止となっていたもので３年ぶりの交流となります。 

城南小学校からは児童１１名と教職員が出迎え、江戸時代から

繋がる両市の魅力や学校を紹介して互いが住む地域を理解し合

い、アクティビティゲームやきりたんぽ鍋作り、秋田犬とのふれ

あいなどを通じ交流を深めました。 

また、曲げわっぱ作り体験では製作に苦労する姿も見られまし

たが、短い時間でも大館の魅力を十分に感じ、楽しんでいただき

ました。 

 



    

                  担当課（生涯学習課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

（４）令和４年度大館市 

２０歳を祝う会について 

 

８月１５日、ほくしか鹿鳴ホールにおいて、２０歳を祝う

会が盛大に行われました。 
 
１．対象者（平成１３年度生れ） ６２７人 

参加者 ３４８人（参加率 ５５．５％） 

※過去５年間の参加者・参加者数の推移 

 
２．新成人代表から 

  「２年前にコロナ禍が始まり、家族のいない卒業式で高

校生活を終えました。その後も思い描いていたとおりの学

生、社会人生活は送れなかったかもしれません。しかし、

私たちには未来や可能性があり、応援してくれるふるさと

があります。社会人の一員として貢献できる大人になりま

す。」との決意が述べられました。 
 

３．YouTube配信視聴者数 

  ４１１回 （８月１８日 ９：００現在） 

 ※恩師からのメッセージ動画は限定配信 

※一般及び限定配信は、８月２２日（月）まで配信 
 

４．式典後のイベント（実行委員会主催）・ビンゴ大会 

  市内企業３４社からの応援メッセージをパンフレット

に掲載などし、企業から協賛金をいただき、実行委員会主

催イベントの経費へ充てさせていただきました。 

恩師にはステージに上がっていただき、応援の一言をい

ただいた後、ビンゴのボールを引いていただきました。恩

師が挨拶されるたび、会場からは大きな声が湧き、手が振

られました。 

 対象者 参加者（参加率） 備考 
Ｈ２９ ７２２人 ５４６人（75.6％）  

Ｈ３０ ６７４人 ４９０人（72.7％）  
Ｒ１ ６７４人 ５０７人（75.2％）  
Ｒ２ ６７１人  １５人 （2.2％） 無観客 
Ｒ３ ６３４人   ７人 （1.1％） 無観客 

 



 

                     担当課（生涯学習課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

（５）第３２回大館市生涯

学習フェスティバルについ

て 

 

第３２回大館市生涯学習フェスティバル『まなびピア２０

２２ in おおだて』を次のとおり開催します。 

メイン開催日においては、新型コロナウイルス感染対策を

講じながら、体験型で実施します。 

 

１．趣 旨 

  広く市民に対し、生涯学習の実践活動発表の場と生涯学

習を理解する機会を提供することにより、市民一人ひとり

の生涯学習への意欲を高め、大館市における生涯学習の一

層の進展を図る。 

    ※過去５年間の事業数・来場者数の推移 

 事業数 来場者数 うち中央公民館会場
(メイン開催日) 

Ｈ２９ ３７ １２，１０５人 ２，２０６人 
Ｈ３０ ４０ １３，３８８人 ２，０４３人 
Ｒ１ ４１ １１，３５０人 ２，４３５人 

Ｒ２ ２８ ５，８５８人 ２，０００人 
Ｒ３ ３１ ５，０８１人 ２，１１２人 

 

２．期 日 

令和４年９月～１０月（生涯学習強調月間） 

 

３．メイン開催日 

令和４年９月２４日（土）、２５日（日） 

 

４．事 業 

  協賛事業を含め３６事業を予定 
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議  事  の  経  過 

 開会  午後３時３０分 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

委員 

 

 

 

 

教育次長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 
 ただ今より教育委員会会議を始めます。 
 会議録署名委員については、私と小笠原委員にお願いします。 
   
会議録についていかがだったでしょうか。 
 
（「異議なし」の声あり） 
 
それでは、承認とさせていただきます。 

 では、４の教育長の報告事項（１）から（５）をお願いします。 
 

（「（１）豪雨による被害状況について」 
「（２）常陸大宮市との教育交流について」 
「（３）ＡＬＴの新規任用について」 
「（４）令和４年度大館市２０歳を祝う会について」 
「（５）第３２回大館市生涯学習フェスティバルについて」を、資料により報
告） 
 
ご意見、ご質問はございませんか。 
 
２点お伺いします。１点目は、今回の豪雨による避難所開設で、公民館や

学校では自主電源の確保をしているのか。２点目は、初めての試みである、
２０歳を祝う会への広告収入の件で、収支について教えていただければと思
います。 
 
自家発電の設置はございませんが、第一次避難所であるすべての公民館に

ポータブル発電機、非常食、水等は準備していますが、二次避難所である学
校には設置はなく、今後の設置予定もございません。 
 
収入は３４社の会社様よりご協力をいただき、総額で５６万円ほどだった

と思います。支出については、式典を含めた全体へ当てさせていただきます。 
 
詳しい資料がないようですので、次回に教えていただければと思います。 
このような企画は良いことだと思います。大館の企業が若者に応援をする、

そしてその若者に地元の会社に来ていただきたいという意思表示をする場で
もあると思いますので、いい機会であったと思います。是非、継続をしてい
ただければと思います。 
 
今回の、豪雨災害で感じたのですが、子どもたちの家庭での防災意識とい

うのはどのようなものでしょうか。 
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教育監 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育監 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

教育監 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
避難の仕方や災害にあった時の対応の在り方というのは、学校で指導をし

ています。その指導の中で、お家の方とどこに避難するか話し合っておくと
いうことは話しています。 
 
ＰＴＡの集まりの際にでも、防災について話し、家庭の中でも防災意識が

高まればよいと思います。子どもたちがどこに避難しているかわかれば親御
さんも安心でしょうし、是非、そのような機会を設けていただきたいと思い
ます。 
今回の豪雨災害で、北陽中生のボランティア活動のことが新聞に掲載され

ておりました。真夏の暑い時期に、水害にあった町内の片づけにボランティ
アで手伝いに入って、素晴らしいですね。町内にいる知り合いと話す機会が
ありましたが、すごく喜んでくれていました。私も、この活動に大館市の子
どもたち、先生方を誇らしく思いました。 
 
沼館地区は行政地区としては釈迦内地区に入りますが、学区は北陽中学校

区ではないのですが、日ごろからの防災の取り組みの中でつながりがあり、
平成２５年の水害の時もボランティアに行った経緯があります。今回も、こ
のようなつながりからボランティアに行ったと聞いております。 
 
今回の災害に適切に対応していただきありがとうございました。人的被害

はないと伺っていますが、通学路の被害などありましたら教えていただきた
いと思います。 
 
ほどんどの学校では通学路の被害はありませんでしたが、比内中学校区で

県道にかかる駒橋が崩落したことによってスクールバスが通れなくなり、う
回路を通り、学校到着が５分ほど遅れる状況です。一般道路も通れなくなっ
たので、う回路ができ、そのう回路の中に自転車で通学できるよう整備して
いただくことになりましたので、大きな支障はない状況です。 
 
今回は、夏休み中であったのですが、学校で起きた場合の対処の仕方もシ

ュミレーションをお願いしたいと思います。以前、県の防災訓練が長木小学
校であった時にダンボールで部屋を作ったり、新聞紙でスリッパを作ったり
しました。その年の夏のアクティビティで、ジップロックにお米を入れてご
飯を炊いたりと防災が目的ではありませんが、貝森校長先生のアイデアでそ
のような取り組みをしたことを思い出しました。 
２０歳を祝う会についてですが、この子たちは、この世紀に入ってからと

か、前世紀から比べてもすごい制約を受けている世代ではないかと思います。
その中でも、あのように生き生きと他の学年と変わらないようなキラキラし
た若者の笑顔を見ることができて、非常にうれしかったでした。帰り際に、
工藤委員へ教え子が寄ってきたところを拝見したのですが、これも含めて、
「ああ、やっと戻ってきたな」という感じで本当にありがたい機会でした。 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

委員 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育監 

 

 

 

 

 

 

 

福原市長の「賢者は歴史に学び、愚者は経験に頼る」その言葉は、皆に響
いたと思います。こんな制約だからこそ、跳ね返して未来に羽ばたいてほし
いと感じる会でした。 
 
防災訓練に関しては、市としても毎年実施しております。今年は８月２１

日に実施の予定でしたが、豪雨により中止となってしまいました。 
２０歳を祝う会では、明らかに未来大館市民たちだと、彼らの姿勢なり、

振る舞いから実感しております。この未来大館市民たちに対応できるような
体制を作っていくことが私たちの役割だと思います。教育だけでなく、産業、
まちづくりもそうです。少数精鋭のまち大館を作り上げる起点となったと確
信した会でした。 
 
２０歳を祝う会では、いろいろと心配なことがありながらも実施していた

だき、ありがとうございました。いろいろと制約のあった子どもたちですよ
ね。新成人の代表のことばを聞いて胸に響くものがありました。まだまだ参
加率は低いですが、ただ、友達に会えるからと集まるのではなく、市長の話
を聞いたり、この時間で、自身のこと、家族のこと、ふるさとのことに改め
て思いをいたす貴重なセレモニーの場だと感じたところです。いろいろ課題
もあると思いますが、大事な場として、是非今後も続けていってほしいと思
います。 
豪雨被害についてです。学校や公民館など施設の雨漏りが気になりますが、

今回の被害でなった訳でなく、従前から同じところが雨漏りになっています
よね。修繕の予定はいかがなものでしょうか。 
 
以前から弱かったところが雨漏りしています。来年度に向けて精査し、修

繕ができるように努力したいと思います。 
 
今回は夏休み中でしたが、登下校中に線状降水帯が発生した場合の対応に

ついて考えていただければと思います。 
 
県教育庁から天気図を含め情報が入ってきていますので、学校へはその都

度情報を流しております。これからもそのような情報は続けたうえで、対応
していきたいと思います。 
 
今回ので、難しいのは予測がなかなかできないということだと思います。

台風や暴風雪警報などは天気図からある程度予測はつくので、早い段階から、
保護者に連絡をし、場合によっては登校を控えるなどの対応もできますが、
線状降水帯となれば、突然降ってくるわけで、教育委員会で連絡をしてもす
でに登校を始めている子どもたちもいるわけですので、経験に基づいて日ご
ろから、朝、登校するときに危険な場合は学校に連絡するなり、一旦、登校
を見合わせたりという、保護者の判断でしても大丈夫だということを周知し
ておくことが必要と考えます。 
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教育長 

 

 

 

教育次長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

生涯学習課長 

 

 

 

教育長 

 

委員 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 
８月３日は大館市の北部が、後半は南部が線状降水帯で、大館市の中でも

地域によって違うため、対処が難しいのです。大館全体に指示を出すのか、
一部にだけ出すのか難しい問題です。 
 
危機管理課では、我々には収集できないような気象庁からの情報も随時受

けていまして、雨雲の動きや何分後に雨が降るとか等の情報をつかんでいま
すので、そのような情報を共有しながら、学校へも情報を流せるような体制
を検討したいと思います。 
 
２０歳を祝う会に戻りますが、知り合いの大学生が、コロナ禍で入学式も

できなかったけれど友達と会えてうれしかった、２０歳を祝う会に参加して
良かった、と話していました。参加するにあたり、ワクチン接種済証の提出
等あったようですが、トラブルはありませんでしたか。 
 
当日のトラブルはありませんでした。ただ、事前の段階では、遠方の方か

ら規定が厳しいのではないかという指摘を数件、電話でいただくことはあり
ました。要項や方向性を決めたのは早い段階でしたが、そのあとの感染状況
や佐竹知事の発信からすると、ＰＣＲ検査を受けてから移動することになっ
ておりましたので、ご理解いただくよう説明をしました。主義主張で検査を
受けたくなかった方もいらっしゃるのではないかと、感じたところはありま
した。これからはＷＩＴＨコロナでどのように対応していくかということに
なりますが、昨年とも今年は違う対応をしています。来年もまた対応が違っ
てくると思いますので、その時々の対策を講じながらやっていきたいと思い
ます。 
 
他によろしいですか。では報告を終わります。次に議事に入ります。 
 
（「協議第２４号大館市図書館条例の一部を改正する条例案」 
「協議第２５号大館市松下村塾に関する条例の一部を改正する条例案」を、

資料により説明） 
 
質問等ございましたらお願いします。 
 
図書館の指定管理者制度の導入時、教育長といろいろ話し合ったのを思い

出されます。時代に合わせ自由に対応できるように条例改正するのは良かっ
たと思います。この制度がいい方向に進んでいることは、皆さんのご努力の
おかげであり、感謝申し上げます。 
 
秋田県で初めてのケースだったはずです。歴代の館長さんが、新しいもの、

新しいセンスを取り入れて、しかも市民目線で運営してくれたと感じていま
す。指定管理にかかわる懸念していた点も何事もなく、いい１０年だったと
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思います。ただ、今の時代、１０年は長いので、５年と条例改正させていた
だきます。 
他にございますか。では、議事の（３）をお願いします。 
 
（「協議第２６号令和４年度大館市一般会計補正予算（第６号）案」を、資

料により説明） 
 
ご質問等ございますか。 
 
花岡公民館の改修についてです。地元の要望で和室をフローリングの部屋

にするとのことですが、和室は残るのですか。 
 
この改修により、和室はなくなります。和室がなくなることについて、確

認したところ、サークル活動や、その他の会議等でも和室を使用するグルー
プがなくなってしまったため、和室を使うことがないということでした。第
３研修室はもともと和室であったのですが、フローリングに改修したことで、
非常に好評で、残りの２つの研修室もフローリングにしてほしいという要望
があり、改修することになりました。 
 
他にございませんか。では、承認とさせていただきます。その他に入りま

す。 
 

（「来月の開催日程」について） 
 
二学期が始まりましたので、コロナ対応の状況を報告願います。 
 
コロナで陽性になったり、濃厚接触者となったりして始業式に出席できな

かった児童、生徒、教職員は１２０名ほどでした。４月から今日８月２６日
までの陽性者の数は、約７００名です。この内、夏休みだけで３３２名の陽
性者が出ております。五か月で７００名の内、半分弱が夏休み中に感染した
ということになります。一日平均では１２名から１５名くらいのペースで、
今も毎日、出現しております。学校にウイルスを流入させないということは
不可能な状況ですので、ある程度の感染を見込みながらも、学級閉鎖などに
ならないように抑えていくというのが、今の主たる目標と考えています。４
月上旬には、全部で１，７００個の抗原検査キット（医療用）を各学校に、
配付しております。このキットを活用して、できるだけ早く医療機関へつな
げて校内での無駄な接触を防いでいくという取り組みをするために、キット
の活用フローを作成し、配布しております。 
 
検査キットの使い方は、子どもたちに教えているのですか。 
 
基本的には、教職員が行うか、保護者に渡して使ってもらう段取りになっ
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ております。 
１，７００個の検査キットの残数を調べましたら、夏休み中でだいたい、

１０％くらい使用していました。現在のペースで陽性者が出ていった場合に、
検査キット使用フローのケースで行くと、３月までの必要本数を試算したと
ころ、５，０００個程度必要と出ました。配布検査キットはいずれ底をつき
ますので、県が無料で実施している、ＰＣＲ検査場も活用しながら有効に使
っていきたいと考えています。 
 
教職員の状況も報告願います。 
 
一学期は、それほど感染者は出なかったのですが、夏休みに入って行動範

囲が広がったことや、全国大会へ行ったこと等で、二学期の始業式に出席で
きなかった教職員は１３名で、夏休み中に感染した教職員数は３１名です。 
 
子どもたちや教職員の症状はどのようなものですか。 
 
基本的に、発熱、のどの痛み、せきになります。お盆付近から腹痛の症状

も伴っていましたが、また、最近は、発熱、のどの痛みとなっています。 
 
症状としては重くはないのですか。 
 
重くはないです。薬を飲まなくても次の日には、症状が治まっている人も

いますし、処方された薬や、市販の薬で２日後には治まっているケースが多
いです。 
 
療養は基本的には１０日でよろしいですか。 
 
療養期間は、発症日を０日として１０日です。 
 
教職員のクラスターが発生すると、学校が維持できなくなりますのでそれ

を心配しています。 
 
このような状況で、市教委として学校行事への開催有無を指示する予定は

ありますか。 
 
現時点では、教育活動を維持していくというのが前提ですので、そのよう

なことは考えていません。 
 
校長先生には、できるだけ正常な教育活動を続けてくれるよう話していま

す。 
 
子どもハローワークのお礼を。教育研究所の皆様にはご協力いただきまし
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てありがとうございました。中学生の活動に歯学部の学生が実習するような
内容を一つ入れてみました。ＣＡＤという機械を使って自分で歯を作るとい
う作業で、完璧にやっておりました。 
スタッフも楽しかったようです。また、冬休みにも計画していただければ

と思います。 
 
８月３日の教職員研修会お疲れ様でした。時代の要請に従って多岐に渡る

講座で先生方のレベルアップが図られたのではないかと思います。今回、生
涯学習課とのタイアップでリカレント教育伝統文化体験の講座も４つほどあ
りましたが、改めて、夏の研修会で先生方の学びなおしという視点でいろい
ろ計画していってもいいのかなと思いました。今回は、伝統文化ということ
でしたが、例えば、語学、歴史文化、心理学等、先生方に学びなおしで役立
つ講座が、この後も何かしら入ってくるといいのかなと思いました。 
 
私も講座を回ってみようと思っていったのですが、櫻田先生の講座に引き

込まれ動けなくなってしまいました。大変ためになる授業で、私の仕事にも
役に立つ内容でありがたかったです。夏休みの中、真摯に学び続ける教職員
の方々に敬意を表したいと思います。 
 
私も、８月３日の教職員研修会に参加させていただきました。障害を持っ

た子どもたちのことについて話された秋田大学の鈴木先生は、自分のことを
話しながら皆さんを引きこむ話術に、親しみを感じました。今回は、新たに
学び大学の講座もあり、先生方もたくさん参加されていて関心を示されてい
ました。今後の楽しみを感じながら、拝見させていただきました。 
 
ありがとうございました。 
それでは、以上を持ちまして、教育委員会会議を終了いたします。 

 

 会議終了時刻  午後４時５０分 
           

 


